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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 2,559 16.0 103 75.6 99 73.4 50 102.5
24年3月期第2四半期 2,205 15.5 59 △5.1 57 △14.6 25 △28.6

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 50百万円 （131.1％） 24年3月期第2四半期 21百万円 （△30.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 6.94 6.76
24年3月期第2四半期 3.44 3.36

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 1,808 763 40.8
24年3月期 1,848 732 38.2
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  738百万円 24年3月期  706百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 2.80 2.80
25年3月期 ― ―
25年3月期（予想） ― 2.80 2.80

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,273 14.8 218 45.0 212 44.2 115 68.2 15.81



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものです。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記
事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短
信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・当社は、平成24年11月16日（金）に機関投資家及び証券アナリスト向けの四半期決算説明会を開催する予定であります。この説明会で配布する決算説明資料
については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定であります。 
 
 
 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 8,044,700 株 24年3月期 8,038,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 749,140 株 24年3月期 749,076 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 7,294,731 株 24年3月期2Q 7,267,732 株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に、景気の

持ち直しの動きが見られたものの、長引く円高や海外経済の低迷、消費税増税への動きなど、景

気の先行きは依然として不透明な状態で推移いたしました。 

当社グループの属する駐車場業界は、国内におきましては、新車販売台数がリーマンショック

前の販売台数を上回り、また、駐車場需要が震災前の水準まで回復する等、業界全体としては回

復の兆しを見せております。 

中国における駐車場業界におきましては、経済発展による新車販売台数や保有台数の増加に伴

い駐車場に関する意識が向上していることから、駐車場に関する有効活用やサービスの改善等に

関する不動産オーナーの需要は旺盛であります。 

このような環境の中、当社グループの国内においては、引き続き「既存駐車場の更なる品質向

上」と「新規駐車場の獲得」、海外（中国を中心とした東南アジア）においては、駐車場コンサ

ルティングの獲得に注力するため、国内及び中国における営業人員や駐車場管理人員の拡充を行

ってまいりました。 

営業人員の拡充により、国内においては、当社のメインマーケットである中心市街地に加え、

仙台、名古屋といった地方都市への営業範囲の拡大を図っております。また、土地の有効活用を

目的とした土地オーナー様のニーズに応えるべく、駐車場に加え、新たに自転車駐輪場の提案を

行う体制を整備する等、更なる事業拡大に対応するべき体制を順次整備しております。 

中国での活動においては、反日デモが活発化しておりますが、日本同様、「駐車場コンサルテ

ィング」の必要性が定着しつつあり、「天津津湾広場地下駐車場」、「北京大吉片公建項目駐車

場」等の大型コンサルティング案件を受注する等、反日デモの影響は受けておりません。 

従いまして、今後も駐車場コンサルティングマーケットを創出した先駆者として、同様の案件

の受注を加速させていく予定であります。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,559,009千円（前年同四半期比

16.0％増）、営業利益は103,593千円（前年同四半期比75.6％増）、経常利益は99,346千円（前

年同四半期比73.4％増）、四半期純利益は50,653千円（前年同四半期比102.5％増）となりまし

た。 

 

セグメントの業績につきましては、当社グループは駐車場事業の単一セグメントであるため、

記載を省略しております。 

これに代わる事業部門別の業績の概況は以下のとおりです。 

〔駐車場管理運営事業〕 

日本国内におきましては、当社における事業規模が拡大するなか、従来の品質維持や更なる

品質の向上を目的とし、新たな管理人員の拡充を行うと共に、駐車場オーナーや利用者のニー

ズに応えるべく様々な施策を取り入れてまいりました。 

この結果、既存駐車場については、前期及び当第２四半期連結累計期間の間、解約が１件も

なく推移しております。 
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新規駐車場の開発については、採算性が低く老朽化が進む地方や郊外市街地等の駐車場につ

いて、当社負担による管制設備の入替や利用メニューの見直し等、完全リニューアル提案のニ

ーズが高まっております。 

この状況を受け、営業人員の拡充等、社内体制を強化し、新規顧客先に加え、既存オーナー

様への積極提案や営業活動を展開した結果、当第２四半期連結累計期間において、12現場

1,757車室の新規現場を獲得いたしました。 

一方、中国国内における駐車場管理運営業務については、現状、上海市及び天津市において

２現場1,042車室が稼働しており、駐車場管理運営の安定稼働、営業展開に向けた様々な取り

組みを行い、今後の中国市場における駐車場管理運営業務の基本体制の確立を目的とした活動

に注力しております。 

今後の受注方針と致しましては、中国国内でも注目を集める大型駐車場コンサルティング等

を受注し、一定の認知度を高めることに成功しているため、複数の駐車場管理運営ニーズはあ

るものの、価格高騰が続いている現状の中国において、現時点における「賃料保証額」設定が

困難であることから、今後の動向を見極め、採算性を重視し、経営資源の集中や選択を行いつ

つ、駐車場管理運営物件を増やす方針であります。 

以上の結果、駐車場管理運営事業全体として、前連結会計年度において獲得した駐車場現場

の本格稼働、当第２四半期連結累計期間に受注した稼働車室の増加により、売上高は

2,547,495千円（前年同四半期比16.8％増）となりました。 

 

〔コンサルティング事業〕 

国内におけるコンサルティングにおきましては、都市再開発の絶対数が減少する傾向にはあ

りますが、他社との差別化を実施し、新規現場獲得のための積極的な提案活動を強化しており

ます。 

一方、中国国内におけるコンサルティングにおきましては、経済発展に伴う自動車利用の著

しい増加から、駐車場に関する意識が向上しており、金融街（北京）置地有限公司より「北京

大吉片公建項目駐車場」、天津津湾房産建設有限公司より「天津津湾広場地下駐車場」等の大

型駐車場のコンサルティングを受注し、平成24年９月末現在の受注残高は4,900,000人民元と

着実に受注残高が増加しております。 

今後は、当該受注案件を早期に完成出来る体制を整備すると共に、引き続き、積極的な営業

展開を実施し、同様の大型コンサルティング案件の受注を目指して参ります。 

以上の結果、コンサルティング事業全体として、売上高は11,514千円（前年同四半期比

119.9％増）となっております。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は1,808,690千円（前連結会計年度末比39,544千

円の減少）となりました。主な要因は現金及び預金の減少37,527千円、未収入金の減少4,563千

円等によるものであります。 

負債の残高は1,045,518千円（前連結会計年度末比70,360千円の減少）となりました。主な要

因は借入金の減少23,828千円、未払金の減少20,544千円、リース債務の減少18,498千円、未払法

人税の減少9,562千円等によるものであります。 

純資産は763,172千円（前連結会計年度末比30,816千円の増加）となりました。これは主とし

て四半期純利益の計上50,653千円による増加、配当金20,408千円の支払等によるものでありま

す。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年３月期の通期の業績予想につきましては、平成24年５月11日公表の連結業績予想に変

更はありません。 

なお、平成25年３月期第２四半期（累計）の個別業績予想につきましては修正を行なってお

り、詳細につきましては平成24年11月12日公表の「平成25年３月期第２四半期（累計）単体業績

予想数値との差異に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。 
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３ 【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 600,124 562,596 

売掛金 93,495 110,986 

仕掛品 3,631 9,038 

前払費用 145,413 152,988 

その他 41,899 30,197 

流動資産合計 884,565 865,806 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 267,603 265,340 

機械及び装置（純額） 131,980 127,279 

リース資産（純額） 87,064 69,185 

その他（純額） 170,982 168,244 

有形固定資産合計 657,630 630,049 

無形固定資産 30,815 27,251 

投資その他の資産   

敷金及び保証金 187,949 196,885 

保険積立金 72,982 72,982 

その他 14,290 15,715 

投資その他の資産合計 275,222 285,583 

固定資産合計 963,668 942,883 

資産合計 1,848,234 1,808,690 

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 46,576 46,576 

リース債務 37,345 38,047 

未払金 151,825 131,280 

未払法人税等 62,967 53,404 

前受金 130,030 143,599 

預り金 265,587 271,349 

その他 66,892 45,352 

流動負債合計 761,224 729,610 

固定負債   

長期借入金 260,472 237,184 

リース債務 59,523 40,322 

退職給付引当金 22,348 27,064 

資産除去債務 9,222 9,271 

その他 3,088 2,065 

固定負債合計 354,654 315,907 

㈱駐車場綜合研究所（3251）　平成25年3月期第2四半期決算短信

5



(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債合計 1,115,878 1,045,518 

純資産の部   

株主資本   

資本金 159,981 160,371 

資本剰余金 139,401 139,791 

利益剰余金 477,762 508,007 

自己株式 △66,030 △66,040 

株主資本合計 711,114 742,129 

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △4,700 △3,953 

その他の包括利益累計額合計 △4,700 △3,953 

新株予約権 13,865 13,689 

少数株主持分 12,075 11,307 

純資産合計 732,355 763,172 

負債純資産合計 1,848,234 1,808,690 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,205,170 2,559,009 

売上原価 1,875,629 2,129,521 

売上総利益 329,541 429,487 

販売費及び一般管理費 270,541 325,894 

営業利益 59,000 103,593 

営業外収益   

受取利息 72 84 

受取手数料 2,171 5 

その他 1,128 152 

営業外収益合計 3,372 241 

営業外費用   

支払利息 4,868 4,111 

為替差損 163 253 

その他 44 124 

営業外費用合計 5,077 4,488 

経常利益 57,295 99,346 

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,000 

特別利益合計 － 1,000 

特別損失   

固定資産除却損 0 271 

特別損失合計 0 271 

税金等調整前四半期純利益 57,295 100,074 

法人税、住民税及び事業税 33,905 47,210 

法人税等調整額 1,815 3,214 

法人税等合計 35,720 50,425 

少数株主損益調整前四半期純利益 21,574 49,649 

少数株主損失（△） △3,442 △1,004 

四半期純利益 25,017 50,653 
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 21,574 49,649 

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 332 982 

その他の包括利益合計 332 982 

四半期包括利益 21,907 50,632 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 25,273 51,400 

少数株主に係る四半期包括利益 △3,365 △768 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

 

(5) 重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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